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はじめに

	 みなさんがご存知のように，2017（平成29）年に幼稚園教育要領，保育所保育指針，

幼保連携型認定こども園保育・教育要領が改訂（改定）されました。この改訂（改定）

は，おそらく戦後二番目の大きな変化であったように思います。一つは，幼稚園，保

育所，認定こども園の少なくとも幼児に対する教育が統一されたことです。またもう

一つは，幼児期から小学校，中学，高等学校までを「主体的・対話的で深い学び」と

いう概念で，一本化したことでしょう。この変化によって，これからの保育現場も，

保育の方法を改めて問い直し，変わってくこと（あるいは変わらなければならない）で

しょう。

	 しかしながら，一方で保育を行う上で変わらないこともあります。それは保育とい

う営みの中で，本質的，中心的，根源的なものであろうと思いますが，これから保育

者（幼稚園教諭・保育士・保育教諭をいう）になることを志す皆さんにとっては，眼前

の「子どもを理解する」ことは，その最たるものだろうと思います。

	 ここでいう「子どもを理解する」こととは，映画やドラマでよく見られるような方

法で，子どもの内面をわかった気になることではありません。保育者として「子ども

を理解する」こととは，その場にいる子どもに心を寄せ，時空間を共有することで感

じられることを手掛かりに，その子の営みを読み解くことなのです。

	 本書は，保育現場での子どもの営みを物語としてとらえ，それを理解しようとする

試みを「子ども理解」とした上で，実際に保育者として必要な「子ども理解力」の基

礎・基本から，エピソードを通して理解力を高められるように構成しました。保育者

としての皆さんの物語は，まだここから始まったばかりです。本書で学んだことが学

び続ける保育者としての土台の一助となれば幸いです。

	 2021年 4 月

	 編者　上田敏丈
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 1 　本書のねらい

1） Mehan, 	H. , 	Learn-
ing Lessons: Social 
Organization in the 
Classroom,	 Harvard	
University	Press, 	1979.

2）　文部科学省『幼稚
園指導要領』（第 1 章 
第 1 ），2017．

3）　中坪史典・香曽我
部 琢・後藤範子・上田
敏丈，「幼児理解から
出発する保育実践の意
義と課題－幼児理解・
保育計画（デザイン）・
実践・省察の循環モデ
ルの提案－」，子ども社
会 研 究，17号，2011，
pp.83-94.

1 　本書のねらい
	 「教育」という場を考えてみよう。これは「教える」教育者と「教えられる」

学習者という 2 者によって成立する場である。ここには，学習者が知らない知

識や技術を，知っている教育者が伝達するという権力関係にある。このような

視点に基づく研究は教育社会学を中心に実に多く存在する（有名なところでいえ

ば，メーハンのIRE等があげられよう 1 ））。この関係性の中で，例えば小学校教師

は，45分や50分といった区切られた時間の中で，予め想定した学習内容の修得

を「ねらい」として，授業を構成し進めていく。したがって，ここには「学習

すべき内容」があり，そのための「授業の計画」があり，それを踏まえて実際

に「授業」を展開していく力量が求められるだろう。

翻
ひるがえ

って，保育という場を考えてみよう。就学前施設（幼稚園・保育所・認定こ

ども園をいう）で行われている保育の営みは，「環境を通して行う」ことが原則

である。そのために，保育者（幼稚園教諭・保育士・保育教諭をいう）は「幼児

一人一人の行動の理解と予想に基づき，計画的に環境を構成する 2 ）」ことが求

められる。この「幼児一人一人の行動の理解と予測」すること，つまり，「子

ども理解（the	Understanding	of	Children）を起点として，「計画的に環境を構成

する」保育計画（Design）し，実際に保育を行い（Do），振り返り（Refl	ection），

次の子ども理解へとつなげることを，UDDRの循環モデルとしてとらえること

が重要である 3 ）。

	 本書は，UDDRモデルとして保育を考えていく上で，最も土台であり，起点

となる「子ども理解」に焦点をあて，その理論的枠組と具体的な方法の解説，

また，様々なエピソードを通して，保育者にとって必要な「子ども理解」の実

践的知識を学修することをねらっている。

子ども理解から始まる
物語第 1 章
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第 1 章　子ども理解から始まる物語

4）　文部科学省『幼稚
園指導要領』（第 1 章 
第 4   4 ），2017．

5）　文部科学省『幼稚
園指導要領』（第 1 章 
第 4   4 ），2017．

6）　やまだようこ編著
『人生を物語る－生成
のライフストーリー』
ミネルヴァ書房，2000，
p.3．

7）　経済協力開発機構
（OECD）編著『社会
情動的スキル－学びに
向かう力』明石書店，
2018，p.52．

2 　物語として子どもを理解すること
	 では，どのように保育者は，「子ども理解」を行えばよいのだろうか。幼稚

園教育要領には「幼児一人一人のよさや可能性などを把握」することの必要性

が記されている 4 ）。だが，これは，Ａ児はこれが得意，Ｂ児は○○がよくでき

る，という「できる－できない」の枠組みでとらえることではない。これは

「他の幼児との比較や一定の基準に対する達成度についての評定 5 ）」であり，

子ども「理解」ではなく「評価」であろう。保育という文脈において，保育者

が子どもを理解するという行為はどのように行われるべきなのか。本書では，

この「子ども理解」を子ども一人一人のライフを物語のように，保育者がとら

え，理解し，実感できるものとして考えていきたい。

	 子ども一人一人のライフとしての「物語」とはどのようなことだろうか。や

まだは，物語とは「 2 つ以上の出来事（event）をむすびつけて筋立てる行為 6 ）」

であり，「静的な『構造』や『形態』としての筋ではなく，語りがたえずつく

られ組み替えられるライヴ（生きた）生成プロセス 6 ）」ととらえている。この

やまだの指摘は，まさに保育者が目の前の子どもを理解しようとするプロセス

と重なるだろう。ライフとしての物語という枠組みで，子どもを理解すること

は，動的に子どもの思いや思考に立ち返り，理解し続けようとする心持ちなの

である。

	 このように，保育の起点となる「子ども理解」を「一人一人のライフとして

の物語」ととらえようと考える理由は，以下のような現在の保育学を取り巻く

状況によるものである。

	 第一に，近年の非認知能力への関心の高まりがあげられる。非認知能力（社

会情動的スキル）とは，「目標の達成（忍耐力，自己抑制，目標への情熱）」「他者

との協働（社交性，敬意，思いやり）」「情動の制御（自尊心，楽観性，自信）」の

ことであり 7 ），2017（平成29）年の幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連

携型認定こども園教育・保育要領の改訂（改定）後，特に幼児期の教育におい

て着目されてきている。この非認知能力は，数値化しにくい能力であり，ま

た，子どもが活動に取り組んでいる最中に見えるものである。したがって，こ

の一人一人の子どもの非認知能力の育ちを保育者がとらえるためには，何がで

きたか，という結果としての幼児の姿だけではなく，その結果に向かっていく

一人一人の頑張りや試行錯誤，葛藤も含めて，プロセスとしてとらえることが

重要であり，その子の遊びや活動を一人一人のライフとしての物語ととらえて

いかなければならない。
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 2 　物語として子どもを理解すること

8）　ピーター モス「新
しい保育の物語」発達，
162，2020，pp.8-14.

	 第二に，モス（Peter, 	M.）の「保育の質を超えて」という指摘があげられる。

「保育の質」という支配的な言説について，モスは「質」とは主観的で価値に

基づくものであり，多様性を受け入れ，包摂することができないことを指摘し

ている。また，この支配的な「質とハイリターンの物語」対して，保育実践の

場でこそとらえられる微視的で多彩な「物語」こそが，保育を語り，子どもを

理解する上で重要であると述べている 8 ）。

	 第三に，保育者としての「実感」をどのようにとらえられるか，ということ

である。筆者は，2012（平成24）年より，有志の保育者と「遊びの物語研究会」

を開催してきている。この研究会では，保育者が自分の行った保育実践を報告

し，実践の感想を共有するものである。研究会の報告の中で子どもたちの遊び

を物語としてとらえ，再構成していく中で，保育者が自身の保育で大事にして

いる価値観や哲学，また，子ども理解での悩みや異なる解釈が提示されること

を経験してきた。

	 ここには，研究者である筆者が，研究的な視点で保育実践をとらえようとす

る枠組みとは異なり，一人一人の子どもに寄り添った，保育者の「実感」とし

ての物語が提示されてきていた。この研究会で保育者が感じる実感こそが，保

育を行う中で，子ども一人一人のライフを物語としてとらえ，同時に保育者自

身も実践を振り返ることで，新しい子ども理解が生成されていく原動力となっ

ていた。このような動的なプロセスこそが保育を行う上で生起していくこと

が，次の日の保育を行う上で重要なのである。

	 以上のことから，保育の起点である子ども理解を学ぶための書籍として，子

ども一人一人のライフとしての物語，という視点から子どもを理解することの

重要性を鑑み，本書を構成するに至ったのである。
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第 1 章　子ども理解から始まる物語

子ども一人一人のライフとしての物語
	 「子ども理解」を進めて行く上で，子ども一人一人のライフとしての物語と，保育を読み取

っていくとはどのようなことだろうか。次の事例に基づきながらみていきたい。

 ある保育園の年長組では，ほぼ毎日，話し合いの時間がもたれている。話し合いの内容

は，その日によって異なり，その日の遊びのこと，遊びの中で困ったこと，行事について

等，様々な話題が取り上げられている。

 9月のある日。いつものように，子どもたちは椅子を持ち寄り，車座になる。担任と加

配の先生もこの車座の中にいる。この日の話し合いでは，最近，年長組でブームとなって

いるドッヂボールについてであった。

 担任の先生が，ドッヂボール楽しかったね，と投げ掛けると，みんなが口々に「楽しか

った」と感想を話し始める。女児のひとり，Ａ児がドッヂボールのチームを変えた方がよ

いことを提案した。先生がその理由を尋ねる。

 Ａ　児「Ｂちゃんがいるから。大きい人だし」

 保育者「そっかー，Ｂちゃん 6歳だからかー。Ａちゃん，まだ 5歳だもんね」

 Ａ児が年齢の違いから，ドッヂボールの強さの違いに気付いたことから， 6歳がクラス

に何人いるか， 5歳が何人いるかを数え始めた。　

 Ａ児は， 6歳が半分になって， 5歳が半分になって，わかれたらいいと主張する。とこ

ろが，そこにＣ児が， 6歳と 5歳とでわかれたらいいと主張し始めた。なぜなら， 6歳に

なっている子は 9名であり， 5歳は14名いるからだ。

 話し合いは，このチーム分けをめぐって，さらに進んでいくのだが，最終的に，それぞ

れのチームわけで，試してみることで，意見がまとまった。

	 この事例からは，ドッヂボールのチームわけで，誕生月による発達の違いに気付いたＡ児

と，人数の差に気付いたＣ児，それぞれの思考の違いが読み取れるだろう。同じドッヂボール

のチームわけというテーマを話し合う中でも，幼児一人一人の思考プロセスの違いがある一

方，全体で話し合っていく中で，その違いをどのように検証すればよいのか，という合意形成

のプロセスもまた読み取れる。

	 ここで保育者は，Ａ児とＣ児，どちらの考えが正しいのかを判断することではなく，それぞ

れの子どもの思考プロセスの違いを踏まえた上で，次にどうすればよいのかを，子どもと共に

考えていくことである。

	 保育における子ども理解とは，このように一人一人の幼児を理解すると同時に，次の日の保

育の計画とも結び付き，ダイナミックに展開していくための土台なのである。

事例　年長児による話し合い


